
特別な支援が必要なお子さんの就学 

 「特別支援教育」とは、障がいのある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活

や学習の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うものです。 

 個別の教育的ニーズがある幼児児童生徒に対して、自立と社会参加を見据えて、その時点の教育的ニ

ーズに最も的確に応える指導を提供できる多様で柔軟な仕組みとして、通常の学級のほかに、特別支援

学級、特別支援学校といった「多様な学びの場」があります。 

 

特別支援学校、特別支援学級、通常学級の違いは？ 

 特別支援学校や特別支援学級では、障がいのあるお子さんの支援が必要な状況に応じ

て、少人数の学級編制、特別の教育課程等による適切な指導及び支援を実施しています。 

 通常の学級 特別支援学級 特別支援学校 

概  要 特別支援学級、特別支援

学校以外の学級を言いま

す。 

障がいの種別ごとの学級を編

制し、子ども一人一人に応じ

た教育を実施します。 

障がいの程度が比較的重い子

どもを対象として、専門性の

高い教育を実施します。 

学級編制 １学級３５人 １学級８人 １学級６人 ※重複障がいの

場合、１学級３人 

教育課程 小・中学校の学習指導要

領に沿って編成します。 

支援が必要な状況に応じ

て、特別支援員を配置

し、学級のサポートに入

ります。 

基本的には、小学校・中学校

の学習指導要領を参考に編成

しますが、実態に応じて、特

別支援学校の学習指導要領を

参考とした特別の教育課程を

編成し、教育活動を行いま

す。 

各教科等に加え、「自立活

動」の指導を実施します。障

がいの状態に応じた弾力的な

教育課程を編成します。 

※知的障害者を教育する特別

支援学校では、他の障がい種

と異なる教育課程を編成 

特  徴 先生の指示を受けて、集

団で行動できることが必

要です。 

支援が必要な状況に応じて、

通常の学級と交流を行い、一

緒に活動・学習を行います。 

障がいや特性に合わせて、き

め細かな教育を受けることが

できます。 

この他に、通級による指導として、金ケ崎小学校に「ことばの教室」があります。 

 

 

 

 

 

 

  

園児児童生徒の成長や発達に合わせて総合的な判断を行い、必要に応じて就学

先の決定（または変更の決定）を行います。 

※就学先の見直しは基本的に年度単位で行います。 

【問合せ先】金ケ崎町教育委員会事務局 

      電話 ０１９７－４２－２１１１ 



【よくある質問】 

１ 子どものことで心配なこと、相談したいことがあります。 

  ⇒ まずは、在籍園・在籍学校にご相談ください。教育委員会事務局に直

接ご相談をいただいても結構です。 

２ 来年度就学なので学校見学（町立学校または県立特別支援学校）を希望し

ていますが、見学はできますか。 

  ⇒ 見学できます。現在在籍している園を通じて、教育委員会にご連絡ください。 

３ 就学前の発達検査を勧められましたが、なぜ必要ですか。 

  ⇒ お子さんの理解面や身体能力等の発達・成長がどの段階にあるのかを把握することで、小学校

就学後の教育や支援の相談・計画に役立てることができます。 

４ 特別支援学級に在籍すると、小学校の間ずっと特別支援学級に在籍することになりますか。 

⇒ 成長や発達に合わせて「子どもに合った学びの場」を検討する必要があります。特別支援学

級から通常学級、通常学級から特別支援学級、特別支援学級から特別支援学校等、状況に合わせ

て年度単位で見直しを行います。 

 

 
 

 ※特別支援学校、特別支援学級等の対象となる障がいの種類及び程度（学校教育法施行令第２２条の３） 

 

【参考】下記のような状況に該当する場合は、就学先について園、学校または教育委員会へご相談く

ださい。 


